
『
元
禄
世
間
咄
風
聞
集
」
は
東
京
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
に
蔵
さ
れ
て
い
て
、
「
世
間
咄
風
聞
集
」
の
題
で
一
括
整
理
さ
れ
て
い
る
写

本
の
翻
刻
で
あ
る
。
本
書
は
校
訂
者
の
長
谷
川
強
氏
に
よ
り
校
注
を
付
し
「
元
禄
世
間
咄
風
聞
集
」
と
題
し
て
、
一
九
九
四
年
二
月
に
岩

（
１
）

波
文
庫
か
ら
発
刊
さ
れ
て
い
る
。
『
世
間
咄
風
聞
集
』
は
他
に
伝
存
が
知
ら
れ
て
い
な
い
本
で
あ
る
か
ら
、
今
回
の
発
刊
が
初
め
て
の
公
刊
と

本
書
は
全
部
で
十
一
巻
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
か
ら
十
六
年
七
月
ま
で
の
咄
を
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
刊
本

に
添
え
ら
れ
て
い
る
解
説
に
よ
る
と
、
主
と
し
て
江
戸
の
世
間
咄
の
聞
書
で
あ
り
、
聞
書
の
元
に
な
っ
た
話
者
は
、
老
中
か
ら
、
高
級
旗
本
、

碁
打
・
捻
校
や
い
ろ
い
ろ
芸
人
ら
し
い
人
物
に
及
ん
で
い
る
。

別
さ
れ
る
。

な
る
。

話
の
内
容
は
、

本
報
で
は
、
主
と
し
て
こ
の
九
．
の
中
か
ら
、
医
薬
学
に
関
連
し
た
咄
を
抽
出
し
て
、
そ
の
内
容
を
検
討
し
た
。
関
連
性
が
あ
る
と
考
え

一
・
大
名
・
旗
本
関
係
、
二
．
生
類
憐
み
令
関
係
の
話
、
三
．
落
首
・
落
書
、
狂
歌
、
四
．
民
間
の
ニ
ュ
ー
ス
、
五
．
巷
説
、
六
．
犯
罪
、

七
．
奇
談
・
怪
談
・
由
来
談
、
八
．
落
し
話
・
巷
説
の
体
裁
を
と
っ
た
落
し
咄
、
九
．
雑
知
識
・
民
間
療
法
・
地
名
・
産
物
な
ど
、
に
大

「
元
禄
世
間
咄
風
聞
集
」
所
載
の
医
薬
学
関
連
の
咄

日
本
医
史
学
雑
誌
第
四
十
二
巻
第
四
号
平
成
八
年
四
月
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日
受
付

平
成
八
年
十
二
月
二
十
日
発
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平
成
八
年
七
月
十
二
日
受
理
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本
研
究
の
底
本
と
し
た
岩
波
文
庫
の
刊
本
に
は
、
校
訂
者
の
詳
細
な
注
が
つ
い
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
内
容
を
理
解
す
る
の
に
直
接
に
参

考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
も
の
は
、
本
文
の
後
に
［
校
注
］
と
し
て
引
用
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
後
に
検
討
を
加
え
た
。
ま
た
、
校
訂
者
に
よ

っ
て
全
編
に
わ
た
っ
て
、
巻
数
を
漢
字
の
数
字
で
、
各
巻
毎
に
そ
の
中
で
の
各
項
目
の
通
し
番
号
を
算
用
数
字
で
つ
け
て
あ
る
。
こ
の
二
種

の
数
字
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
表
示
は
、
所
在
の
検
索
に
便
利
で
あ
る
か
ら
、
本
研
究
で
も
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
、
タ
イ
ト
ル
の
下
に
（
）

に
入
れ
て
示
し
た
。

面
白
い
収
穫
が
期
待
で
き
よ
う
。
」
と
。

ら
れ
る
咄
は
全
部
で
二
七
話
あ
り
、
同
じ
内
容
の
も
の
を
ま
と
め
て
全
体
を
一
五
項
目
に
整
理
し
た
。

（
ワ
】
）

私
は
先
に
『
耳
嚢
」
に
記
録
さ
れ
た
民
間
療
法
を
検
討
し
て
、
本
誌
に
発
表
し
た
。
『
耳
嚢
」
は
一
八
世
紀
か
ら
一
九
世
紀
に
あ
た
る
天
明

年
間
か
ら
文
化
年
間
に
か
け
て
の
三
○
余
年
の
聞
書
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
本
書
は
一
七
世
紀
末
か
ら
一
八
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
記
録
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
本
書
は
『
耳
嚢
」
よ
り
お
よ
そ
一
世
紀
前
の
江
戸
の
咄
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
書
の
意
義
に
つ
い
て
、
校
訂
者
は
解
説
の
末
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
現
在
残
っ
て
利
用
さ
れ
て
い
る
記
録
書
類
は
、

こ
の
よ
う
な
書
留
の
多
く
か
ら
公
的
な
記
録
、
社
会
的
な
影
響
の
大
き
い
事
件
な
ど
を
抜
い
て
整
理
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
も
と
に
な
っ
た

雑
記
類
は
埋
れ
、
捨
て
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
本
吉
は
そ
の
希
有
の
生
残
り
と
い
う
べ
く
、
諸
方
面
そ
れ
ぞ
れ
の
関
心
に
あ
わ
せ
て
読
め
ば
、

〕
庖
瘡
神
の
呪
い
（
－
０
２
）

一
午
の
く
つ
（
沓
）
を
庖
瘡
仕
候
も
の
に
、
男
に
は
左
、
女
に
は
右
に
ふ
ま
せ
い
わ
い
（
結
）
付
、
其
先
を
壱
寸
切
候
て
東
之
方
の
川
に
す

て
、
川
な
き
所
に
て
は
み
ぞ
（
溝
）
に
す
て
、
抑
庖
瘡
仕
付
候
時
、
其
三
尺
四
方
に
深
さ
も
三
尺
に
穴
を
掘
り
、
其
内
に
う
づ
め
お
き
候
へ

ば
、
な
る
ほ
ど
庖
瘡
轍
仕
取
申
候
由
、
若
殿
様
御
咄
被
遊
候
。

（
｜
）
萢
瘡
の
咄
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◎
萢
瘡
の
薬
（
－
１
２
）

◎
京
極
高
豐
因
縁
の
死
（
－
１
４
）

一
京
極
備
中
守
様
於
道
中
御
庖
瘡
に
て
御
死
去
成
候
。
御
子
息
当
年
御
三
つ
被
為
成
候
由
。
備
中
守
様
御
父
刑
部
様
御
事
も
御
庖
瘡
御
仕

付
於
道
中
御
死
去
、
刑
部
様
・
備
中
守
様
御
年
四
十
に
て
四
月
に
御
死
去
、
刑
部
様
御
死
去
之
節
備
中
様
御
三
つ
に
被
為
成
候
由
。

［
校
注
］
京
極
備
中
守
ｌ
讃
岐
国
丸
亀
（
丸
亀
市
）
六
万
一
千
七
百
石
。
元
禄
七
年
五
月
一
八
日
死
、
四
十
歳
。

〔
検
討
】
名

◎
庖
瘡
の
薬

一
榊
原
越
中
守
様
御
方
に
名
誉
の
庖
瘡
の
薬
有
之
由
、
加
藤
右
京
様
御
咄
也
。

［
校
注
］
榊
原
越
中
守
’
千
八
百
石
で
、
駿
河
国
久
能
（
静
岡
県
）
の
住
。

加
藤
右
京
ｌ
伊
予
国
新
谷
（
愛
媛
県
大
洲
市
）
一
万
石
。

【
検
討
】
名
誉
の
薬
と
あ
る
が
、
惜
し
い
こ
と
に
薬
の
内
容
が
記
録
さ
れ
て
い
な
い
。

一
庖
瘡
の
妙
薬
榊
原
越
中
守
様
に
御
座
候
由
。

［
校
注
］
萢
瘡
ｌ
天
然
痘
。

午
の
沓
ｌ
馬
に
は
か
せ
る
沓
で
、
藁
で
あ
ん
だ
も
の
。

【
検
討
】
タ
イ
ト
ル
に
あ
る
よ
う
に
呪
い
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
そ
の
効
用
を
云
々
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
江
戸
時
代
に
は
こ
の
よ
う

な
療
法
は
珍
し
く
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
日
本
の
田
舎
で
、
地
方
に
よ
っ
て
は
、
こ
の
前
の
戦
争
の
直
後
く
ら
い
ま
で
は
、
こ
れ
に
類

す
る
呪
い
が
ま
だ
残
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

例
え
ば
、
そ
の
頃
ま
で
熊
本
県
玉
名
市
内
で
は
、
麻
疹
（
は
し
か
）
の
予
防
に
、
ご
飯
を
炊
い
て
中
味
を
御
櫃
に
あ
け
た
後
の
熱
い
釜
を
、

子
供
の
頭
か
ら
す
っ
ぽ
り
と
か
ぶ
せ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

－
１
２
と
同
事
）

ダ

ニ
３
１
）
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松
田
口
衛
門
咄

［
校
注
］
い
と
い
川
ｌ
糸
魚
川
市
。

（
３
）

【
検
討
】
こ
こ
に
登
場
し
て
い
る
の
は
、
薬
物
で
は
な
く
て
飾
り
の
珠
で
あ
る
。
珊
瑚
は
、
「
本
草
綱
目
」
第
八
巻
に
あ
り
、
集
解
に
「
変
紅

色
者
為
上
、
（
中
略
）
碧
色
者
亦
良
。
昔
人
謂
碧
者
為
胄
玻
汗
、
倶
可
作
珠
」
と
あ
る
。
主
治
は
「
去
目
中
鬚
、
消
宿
血
。
為
末
吹
鼻
、
止

鼻
蝿
。
明
目
鎮
心
、
止
驚
病
」
と
あ
る
が
、
疫
病
と
関
係
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
話
に
記
録
さ
れ
て
い
る
珊
瑚
珠
と
疫
病

と
の
因
果
関
係
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。

◎
疫
病
神
退
散
の
呪
（
五
４
６
）

◎
疫
病
流
行
と
珊
瑚
珠
（
五
３
６
）

一
松
平
越
後
守
殿
在
所
、
越
後
国
い
と
い
川
近
辺
に
一
村
疫
病
は
や
り
、
此
所
通
り
候
得
ば
十
人
之
内
九
人
は
煩
付
相
果
申
候
。
依
之
越

後
守
殿
御
参
勤
之
時
分
、
此
所
御
よ
け
御
通
り
不
被
成
候
。
御
供
立
之
内
此
所
通
り
不
申
候
て
は
不
叶
義
御
座
候
て
、
七
十
人
通
り
候
得

ば
、
右
之
内
六
十
九
人
は
煩
付
相
果
申
候
。
残
る
壱
人
は
終
に
煩
付
不
申
、
堅
固
に
御
座
候
。
い
か
様
成
義
に
て
可
有
之
か
と
穿
義
致
見

候
へ
ば
、
此
も
の
巾
着
之
緒
留
に
さ
ん
ご
じ
ゅ
珊
瑚
珠
）
を
付
罷
有
候
。
改
見
申
候
得
ば
、
右
之
さ
ん
ご
じ
ゅ
、
身
に
付
候
方
色
替
り
白

刑
部
ｌ
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
没
、
四
十
歳
。

〔
検
討
］
二
人
と
も
道
中
に
お
い
て
庖
瘡
に
よ
り
四
十
歳
で
死
去
し
た
と
い
う
話
。
そ
れ
を
因
縁
め
い
た
も
の
と
し
て
記
録
し
て
い
る
。
当

時
そ
の
よ
う
に
取
り
沙
汰
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

鎗
獅

く
成
候
由
。

（
二
）
疫
病
の
咄
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◎
文
の
効
用

土
田
宗
元
咄

一
も
ぐ
さ

◎
蓬
の
効
用
（
八
、

田
中
権
左
衛
門
咄

一
よ
も
ぎ
（
蓬
）

一
元
禄
十
三
年
十
二
月
、
伊
勢
宮
川
に
て
旅
僧
来
り
渡
守
に
申
候
は
、
「
あ
と
よ
り
紺
之
だ
い
な
し
着
た
る
も
の
可
参
。
川
を
渡
す
事
堅
無

用
に
可
仕
」
と
申
候
。
渡
守
申
候
は
、
「
夫
共
に
往
還
申
候
儀
に
御
座
候
へ
ば
、
無
理
に
渡
す
問
敷
と
は
難
申
候
」
。
旅
僧
申
候
は
、
「
此
節

は
此
文
字
を
見
せ
候
へ
」
と
お
し
へ
立
去
り
申
候
。
其
あ
と
よ
り
紺
の
だ
い
な
し
着
た
る
も
の
参
候
て
、
「
船
に
の
り
度
」
由
申
候
に
付
て
、

船
頭
再
三
辞
退
申
候
へ
共
、
と
か
く
乗
り
可
申
と
申
候
故
、
右
之
文
字
見
せ
申
候
処
に
早
速
立
退
申
候
由
。
是
疫
病
神
に
て
御
座
候
由
。

［
校
注
］
宮
川
ｌ
伊
勢
市
西
北
を
流
れ
伊
勢
湾
に
入
る
川
。

だ
い
な
し
Ｉ
下
男
な
ど
の
着
る
筒
袖
の
、
多
く
は
紺
無
地
の
着
物
。

〔
検
討
〕
こ
の
咄
か
ら
連
想
さ
れ
る
の
は
、
蘇
民
将
来
と
巨
旦
将
来
の
話
で
あ
る
。
鳥
羽
市
や
志
摩
郡
な
ど
で
は
、
主
と
し
て
漁
村
の
家
の

玄
関
に
「
蘇
民
将
来
子
孫
の
（
之
）
家
」
と
書
い
た
板
を
は
る
風
習
が
今
も
残
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
と
何
か
関
連
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

〔
検
討
］
も
ぐ
さ
（
文
）
は
ョ
モ
ギ
（
キ
ク
科
）
の
葉
の
裏
に
あ
る
毛
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
文
を
た
だ
膳
に
当
て
て
お
く
だ
け
で
は

温
ま
ら
な
い
が
、
灸
に
よ
る
治
療
効
果
か
ら
の
連
想
に
基
づ
い
た
も
の
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
・
本
法
は
薬
物
を
用
い
た
呪
い
で
あ
ろ
う
。

候
よ
し
。

（
三
）
薑
乱
の
咄

（
文
）
を
へ
そ
（
膳
）
に
昼
夜
当
候
へ
ば
疫
病
付
不
申
候
。
惣
躰
も
ぐ
さ
を
へ
そ
に
当
候
へ
ば
、
腹
あ
た
塾
ま
り
寝
冷
な
ど
不
致

〆

（
八
１
０
）

戸 、

八

1

1
ー 〆

を
懐
中
い
た
し
候
へ
ば
、
く
わ
く
ら
ん
（
毒
乱
）
不
致
も
の
の
よ
し
。
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◎
號
珀
油
の
効
（
八
０
３
）

八
月
十
九
日
小
幡
吉
兵
衛
様
御
咄

一
小
用
つ
ま
り
の
御
病
人
御
座
候
に
、
色
々
御
養
生
被
成
候
へ
共
小
便
通
じ
不
申
候
処
に
、
こ
は
く
（
號
珀
）
の
油
御
用
被
成
候
へ
ば
押
付

通
じ
申
候
。
さ
て
さ
て
小
便
つ
ま
り
に
は
こ
は
く
の
油
妙
薬
の
よ
し
、
被
仰
候
。

［
校
注
］
こ
は
く
の
油
ｌ
號
珀
を
乾
留
し
て
で
き
る
液
。

（
６
）

【
検
討
〕
琉
珀
は
「
本
草
綱
目
」
第
三
十
七
巻
に
あ
っ
て
、
主
治
は
「
通
五
淋
」
と
あ
る
。
ま
た
小
便
淋
瀝
に
「
號
珀
為
末
二
銭
、
濤
香
少

許
、
白
湯
服
之
、
或
萱
草
煎
湯
服
。
老
人
、
虚
人
以
人
参
湯
下
。
亦
可
蜜
丸
、
以
赤
挟
苓
湯
下
」
と
あ
る
の
で
、
薬
効
と
し
て
利
尿
作
用

が
あ
る
。
し
か
し
、
琉
珀
の
油
と
い
う
の
は
、
同
書
に
は
な
い
。
校
注
に
は
號
珀
を
乾
留
し
て
で
き
る
液
と
あ
る
。
琉
珀
を
乾
留
す
る
と

コ
ハ
ク
油
が
と
れ
る
が
、
江
戸
時
代
に
は
ラ
ン
ビ
キ
を
用
い
て
蒸
留
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
號
珀
を
乾
留
し
た
と
は
思
わ
れ
な
い
か
ら
、

こ
の
油
は
號
珀
を
浸
し
た
油
（
液
）
で
は
な
い
か
と
思
う
。

［
校
注
］
く
わ
く
ら
ん
ｌ
暑
気
当
り
に
よ
る
、
日
射
病
や
急
性
の
下
痢
。

〔
検
討
〕
前
項
（
八
１
０
）
と
同
じ
く
、
呪
い
に
類
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ョ
モ
ギ
は
キ
ク
科
の
多
年
草
で
、
日
本
で
は
北
海
道
か
ら
沖
縄

ま
で
ど
こ
に
で
も
生
え
て
い
る
。
よ
も
ぎ
（
蓬
）
を
懐
中
す
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
そ
の
よ
も
ぎ
は
生
薬
の
交
葉
で
あ
ろ
う
。
も
し
髻
乱
に

か
か
っ
た
と
き
、
懐
中
し
て
い
る
ょ
も
ぎ
（
交
葉
）
を
煎
じ
て
飲
ん
で
効
く
の
で
あ
れ
ば
、
薬
物
と
し
て
の
効
用
に
な
る
が
、
よ
も
ぎ
（
女

か
か
っ
た
と
き
、
懐
中
し
て
い
る
よ
．

葉
）
に
は
そ
の
よ
う
な
薬
効
は
な
い
。

な
お
毒
乱
は
、
『
傷
寒
論
」
の
弁
零

（
戸
①
）

療
法
第
二
十
三
に
お
い
て
、
「
凡
中
膓

（
四
）
小
便
不
利
の
咄

（
４
）

の
弁
窪
乱
病
脈
証
併
治
第
十
九
で
、
五
苓
散
や
理
中
丸
方
を
用
い
て
い
る
し
、

「
凡
中
喝
死
不
可
使
得
冷
得
冷
便
死
療
之
方
」
も
あ
る
。

ま
た
『
金
置
要
略
」
で
は
雑

(70) 568



◎
大
傷
の
治
療
（
－
３
４
）

一
戸
田
山
城
守
様
御
中
間
、
乱
気
の
も
の
有
之
、
と
り
さ
へ
候
半
（
そ
う
ら
わ
ん
）
と
い
た
し
候
処
に
、
数
ヶ
所
手
負
候
由
。
初
手
に
は
な

（
鼻
）
よ
り
お
と
が
い
（
頤
）
ま
で
き
ら
れ
、
歯
五
ま
い
お
り
候
由
。
耳
の
根
よ
り
切
お
と
し
、
後
に
七
ケ
所
手
負
申
候
由
。
吉
田
自
庵
老

弟
子
、
山
城
守
様
御
手
外
科
療
治
に
て
既
と
本
復
い
た
し
候
由
。
山
城
守
様
御
咄
也
。

［
校
注
］
吉
田
自
庵
ｌ
幕
府
抱
え
の
外
科
医
。

御
手
外
科
ｌ
戸
田
家
抱
え
の
外
科
医
（
自
庵
弟
子
）
。

既
と
ｌ
底
本
難
読
。
「
既
」
字
に
て
「
き
っ
と
」
と
読
む
か
。

〔
検
討
〕
外
科
の
治
療
が
優
れ
て
い
る
こ
と
の
話
で
あ
る
。
単
な
る
話
題
で
あ
る
か
ら
、
治
療
の
内
容
に
つ
い
て
は
触
れ
な
い
。
話
者
が
自

分
の
所
の
外
科
医
の
手
柄
と
し
て
話
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
な
お
、
本
復
と
あ
る
が
、
切
り
落
と
さ
れ
た
耳
も
縫
合
さ
れ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。

Ｕ
座
頭
療
治
に
よ
り
目
あ
く
（
二
２
８
）

一
柴
田
楡
校
弟
子
二
歳
に
て
目
つ
ぶ
れ
十
六
に
て
目
明
申
候
。
其
故
は
右
之
座
と
う
播
州
に
親
類
御
座
候
付
、
三
、
四
年
以
前
に
見
廻
に

参
候
と
て
、
遠
州
は
ま
松
の
者
伊
達
本
随
と
申
目
医
者
、
元
は
遠
州
の
百
姓
に
て
有
之
候
由
。
か
の
本
随
り
や
う
ぢ
に
て
早
速
目
あ
き
常

の
通
に
成
申
候
由
。
依
之
柴
田
方
へ
申
達
候
。
す
な
わ
ち
江
戸
惣
検
校
に
届
け
申
候
処
に
、
一
た
ん
座
頭
に
成
申
候
て
よ
り
、
目
明
申
候

と
て
も
ぞ
く
（
俗
）
に
か
ゑ
し
申
法
に
て
無
御
座
候
へ
共
、
杉
山
捻
校
心
入
を
以
本
の
ご
と
く
ぞ
く
に
か
ゑ
し
、
路
銀
等
と
ら
せ
故
き
や
う

（
五
）
傷
の
治
療
の
咄

（
六
）
目
の
治
療
の
咄
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◎
遺
精
に
悩
む
男
（
二
３
４
）

一
或
人
毎
夜
い
せ
ひ
（
遺
精
）
を
見
申
候
て
、
殊
外
草
臥
申
候
由
。
医
者
申
候
は
、
「
其
方
は
女
の
事
や
若
衆
の
事
を
思
ひ
寝
申
候
ゆ
へ
、

左
様
い
し
見
申
候
。
此
後
は
何
ぞ
つ
よ
き
事
を
お
も
ひ
、
あ
る
ひ
は
を
に
（
鬼
）
の
事
な
ど
を
思
ひ
寝
申
候
様
に
」
と
申
候
。
か
の
男
、
「
心

得
候
」
由
申
候
。
其
後
右
之
医
者
又
参
り
見
申
候
へ
ば
、
前
方
よ
り
な
を
草
臥
居
申
候
付
、
「
如
何
い
た
し
候
や
」
と
尋
申
候
へ
ば
、
「
其

方
御
申
之
通
、
を
に
を
事
を
お
も
ひ
寝
申
候
処
に
、
終
夜
を
に
口
尻
を
さ
れ
候
夢
を
見
候
て
な
を
草
臥
申
候
。
ケ
様
に
草
臥
候
は
式
本
の

ご
と
く
い
せ
ひ
を
見
候
が
ま
し
に
て
候
」
由
申
候
。
右
は
壬
（
う
る
う
）
二
月
廿
一
日
、
安
藤
出
雲
守
様
御
咄
也
。

［
校
注
］
を
に
口
尻
を
さ
れ
’
鬼
に
男
色
の
相
手
に
さ
れ
る
。

［
校
注
］
柴
田
楡
校
ｌ
未
詳
。

杉
山
捻
校
ｌ
「
国
花
万
葉
集
」
に
「
道
三
か
し
杉
山
」
。
惣
楡
校
。

【
検
討
〕
百
姓
あ
が
り
の
医
者
が
目
の
治
療
に
優
れ
て
い
る
こ
と
の
話
。
「
目
に
よ
り
な
を
り
不
申
候
目
も
御
座
候
」
と
あ
る
の
で
、
か
え
っ

て
真
実
性
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
話
題
と
し
て
は
、
目
の
治
療
だ
け
で
な
く
、
座
頭
で
目
が
あ
い
た
者
の
後
の
処
置
ま
で
も
含
ま
れ

て
い
る
。

伊
達
本
随
ｌ
未
詳
。

播
州
ｌ
兵
庫
県
瀬
戸
内
側
。
底
本
「
幡
州
」
。

遠
州
は
ま
松
ｌ
静
岡
県
浜
松
市
。

（
郷
）
へ
か
ゑ
し
申
候
由
。
め
い
よ
の
目
医
者
居
申
候
由
。
目
つ
ぶ
れ
年
数
を
を
く
り
申
候
ほ
ど
り
や
う
ぢ
能
仕
候
由
。
さ
り
な
が
ら
目
に

よ
り
な
を
り
不
申
候
目
も
御
座
候
由
。
右
は
竹
内
善
左
（
衛
）
門
咄
也
。

（
七
）
遺
精
の
咄

(72） 57(）



◎
奇
病
（
七
５
０
）

一
於
京
都
珍
敷
病
人
有
之
候
由
。
油
小
路
二
条
上
ル
町
、
屏
風
屋
七
右
（
衛
）
門
と
申
候
者
世
悴
長
三
郎
。
年
拾
二
才
に
成
候
由
。
去
る
五

月
初
比
よ
り
煩
付
、
夜
は
大
熱
出
。
し
や
う
か
ん
（
傷
寒
）
の
様
成
煩
に
て
御
座
候
処
に
、
十
月
計
過
候
て
腹
中
之
内
よ
り
物
を
申
出
し
、

何
事
に
て
も
当
人
よ
り
先
に
返
事
仕
候
。
朝
夕
食
事
を
本
人
と
せ
り
合
申
候
。
本
人
、
「
い
や
」
と
申
候
へ
ば
、
腹
中
よ
り
、
「
く
れ
よ
。

た
べ
可
申
」
と
申
候
。
そ
れ
と
も
に
ひ
か
へ
候
へ
ば
大
熱
出
申
候
。
色
々
悪
口
申
候
。
本
人
、
「
腹
中
は
り
、
い
や
」
と
申
候
へ
ど
も
、
ぜ

ひ
な
く
親
共
く
わ
せ
申
候
。
療
治
・
祈
祷
も
仕
つ
き
申
候
処
に
、
菅
玄
隆
と
申
い
し
や
（
医
者
）
、
「
大
唐
に
も
ヶ
様
之
病
人
御
座
候
。
日
本

に
て
は
伝
事
不
承
候
。
見
当
り
候
書
物
候
は
ヌ
薬
先
用
見
可
申
」
と
て
、
薬
箱
取
よ
せ
候
へ
ば
、
「
其
薬
い
や
」
と
腹
中
よ
り
申
候
に
付
、

弥
面
白
、
六
、
七
日
つ
ヌ
け
て
三
貼
づ
蚤
用
候
へ
ば
、
少
づ
易
声
か
れ
、
食
事
を
も
う
ば
い
不
申
候
に
付
、
夜
昼
茶
の
ご
と
く
さ
し
つ
け

用
候
処
に
、
十
日
め
に
長
三
郎
せ
つ
ち
ん
（
雪
隠
）
に
参
候
へ
ば
、
長
さ
壱
尺
壱
寸
、
ひ
た
い
に
角
壱
本
御
座
候
天
龍
ご
と
く
成
も
の
飛
出

候
ま
蛍
、
は
ね
ま
は
り
か
け
ま
は
り
申
候
を
打
こ
ろ
し
申
候
。
其
か
ら
は
薬
種
に
成
申
候
。

右
は
蒔
絵
師
矢
木
二
郎
左
（
衛
）
門
な
る
者
一
家
に
て
申
越
候
。

［
校
注
］
油
小
路
二
条
上
ル
町
ｌ
縦
筋
の
油
小
路
通
と
横
筋
の
二
条
通
の
交
叉
点
の
北
。
中
京
区
薬
屋
町
。

［
校
注
］
油
小
路
二
条
上
ル
府

し
や
う
か
ん
ｌ
熱
病
の
名
。

〔
検
討
〕
イ
ン
ポ
テ
ン
ツ
の
反
対
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
元
気
が
良
す
ぎ
る
の
で
は
な
く
て
、
こ
れ
も
一
種
の
病
気
で
あ
ろ
う
。

其
か
ら
は
。
…

一
家
ｌ
親
族
。

屏
風
屋
と
一
家
で
あ
っ
た
の
で
事
情
に
詳
し
い
と
い
う
の
で
あ
ス
ぎ
っ
㈲

（
八
）
奇
病
の
咄

ｌ
そ
の
殺
し
た
も
の
の
な
き
が
ら
は
薬
に
な
っ
た
と
い
う
か
。
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松
寸

Ｕ
夕
顔
観
音
（
七
２
１
）

一
か
さ
い
村
に
夕
が
ほ
の
く
わ
ん
お
ん
（
観
音
）
と
て
有
之
、
こ
ん
（
建
）
立
の
た
め
開
帳
有
之
候
。
隣
郷
の
万
民
、
江
戸
中
よ
り
も
参
詣

人
数
し
れ
ず
。
籾
又
丸
薬
壱
包
廿
四
せ
ん
づ
蚤
い
だ
し
候
由
。
此
丸
薬
用
候
へ
ば
何
に
煩
も
快
気
い
た
す
と
な
り
。
殊
外
の
繁
昌
に
て
候
。

此
観
世
音
の
由
来
を
尋
に
、
か
さ
い
村
乙
名
の
女
房
ら
い
（
癩
）
病
を
煩
、
何
と
養
生
仕
候
て
も
能
無
之
、
一
両
年
も
煩
難
儀
の
躰
に
て

罷
有
処
に
、
或
夜
夢
相
［
想
］
に
見
候
は
、
夕
が
ほ
畑
に
観
世
音
有
之
候
を
見
出
し
こ
ん
立
仕
、
此
ぐ
わ
ん
（
丸
）
薬
を
用
可
申
由
に
て
、

た
し
か

丸
薬
の
法
を
明
に
見
候
由
。
是
を
用
候
は
貢
快
気
い
た
し
可
申
由
慥
に
見
候
。
し
か
も
夕
が
ほ
畑
の
内
に
光
さ
し
候
処
有
之
候
に
付
、
其

所
を
ほ
り
見
候
へ
ば
箱
壱
っ
ほ
り
出
し
、
此
箱
を
あ
け
見
候
へ
ば
観
世
音
有
之
候
を
こ
ん
立
い
た
し
、
右
之
丸
薬
を
用
候
は
宣
す
き
と
快

気
仕
候
由
。
此
事
世
上
に
相
知
れ
候
ゆ
へ
、
開
帳
の
節
ま
い
り
候
人
多
有
之
候
由
。

［
校
注
］
か
さ
い
村
ｌ
夕
顔
観
音
堂
は
葛
飾
郡
の
飯
塚
村
ｌ
葛
飾
区
水
元
飯
塚
町
所
在
。

夕
が
ほ
の
く
わ
ん
お
ん
ｌ
「
武
蔵
風
土
記
槁
」
二
十
六
に
、
寛
文
期
に
名
主
関
口
治
左
衛
門
等
が
、
霊
夢
に
よ
り
大
木
の
根
を
掘
り
観
音
銅
像
等
を
得

て
ま
つ
る
、
夕
顔
の
号
の
由
来
不
明
と
い
う
。

丸
薬
ｌ
「
武
江
年
表
」
元
禄
十
五
年
の
項
に
、
春
よ
り
同
観
音
に
参
詣
者
移
し
、
村
長
の
家
よ
り
夢
想
の
薬
を
出
す
、
江
戸
所
々
の
寺
院
へ
も
五
、
七

日
ず
つ
出
て
開
帳
と
い
う
。

〔
検
討
】
ま
さ
し
く
奇
病
で
あ
っ
て
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
な
お
、
そ
の
な
き
が
ら
は
何
の
薬
に
な
っ
た
の
か
興
味
深
い
が
、
話
題
の
中
心

か
ら
そ
れ
て
い
る
か
ら
か
、
何
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。

乙
名
ｌ
名
主
。

（
九
）
夕
顔
観
音
由
来
の
咄

(74） 貝ワワ
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◎
宗
義
倫
病
気
に
大
量
の
人
参
使
用
（
－
３
７
）

一
宗
対
馬
守
様
御
病
気
付
て
、
九
月
朔
日
に
人
じ
ん
（
参
）
百
廿
八
匁
御
用
被
成
候
由
。
十
日
時
分
は
八
拾
目
に
成
候
。
其
後
五
十
め
に
な

り
候
へ
ば
、
其
儘
元
気
御
お
と
ろ
へ
被
成
候
故
、
又
八
拾
目
御
用
成
候
由
。

［
校
注
］
宗
対
馬
守
ｌ
府
中
（
対
馬
厳
原
町
）
城
主
。
元
禄
七
年
九
月
二
十
七
日
没
、
二
十
四
歳
。

人
じ
ん
ｌ
朝
鮮
人
参
。
宗
氏
は
朝
鮮
貿
易
に
当
っ
て
い
た
か
ら
、
大
量
に
用
い
た
。

〔
検
討
〕
一
匁
は
三
・
七
五
グ
ラ
ム
で
あ
る
か
ら
、
百
廿
八
匁
は
四
八
○
グ
ラ
ム
、
八
拾
匁
は
三
○
○
グ
ラ
ム
、
五
十
匁
は
一
八
七
・
五
グ

ラ
ム
に
あ
た
る
。
何
の
病
気
で
あ
っ
た
か
は
書
い
て
な
い
が
、
人
参
を
一
日
量
と
し
て
こ
れ
だ
け
使
う
と
、
ま
と
も
に
煎
じ
た
の
で
あ
れ

ば
、
効
果
よ
り
も
飲
ん
で
大
丈
夫
で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
る
。
そ
れ
と
も
九
月
二
十
七
日
に
死
去
し
て
い
る
の
で
、
他
に
手
の

打
ち
よ
う
が
な
く
て
、
や
む
な
く
使
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
高
貴
薬
で
あ
る
人
参
を
こ
れ
ほ
ど
大
量
に
用
い
る
こ
と

◎
狐
つ
き
の
狐
を
退
治
（
－
４
０
）

一
内
藤
豊
前
守
様
御
家
来
何
某
と
申
も
の
に
、
つ
め
の
間
よ
り
狐
つ
き
候
付
て
、
腕
を
あ
と
さ
き
強
ゅ
い
申
候
へ
ば
、
其
儘
其
間
は
れ
候

故
、
脇
指
に
て
は
れ
候
所
を
つ
き
切
候
へ
ば
、
は
れ
も
引
屋
敷
の
う
ら
に
狐
死
候
て
居
候
由
。

［
校
注
］
内
藤
豊
前
守
ｌ
奥
州
棚
倉
（
福
島
県
棚
倉
町
）
五
万
石
。

【
検
討
】
以
前
は
狐
つ
き
も
病
気
の
一
種
だ
っ
た
が
、
そ
の
狐
を
落
と
す
方
法
と
し
て
変
わ
っ
て
い
る
の
で
、
咄
の
種
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

〔
検
討
〕
夕
顔
観
音
の
由
来
記
で
あ
る
が
、
丸
薬
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
何
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。

二
一
）
朝
鮮
人
参
の
咄

（
’
○
）
狐
つ
き
の
咄
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っ
た
認
識
で
あ
る
。

◎
る
う
だ
の
効
用
（

一
る
う
だ
と
申
、
一

◎
毒
あ
る
拘
杷
（
－
４
３
）

一
く
こ
（
拘
杷
）
に
は
り
（
針
）
有
之
は
毒
の
よ
し
。
壱
年
立
が
よ
し
と
也
。

【
検
討
〕
ク
コ
は
ナ
ス
科
の
小
低
木
で
あ
る
。
こ
の
枝
に
刺
状
に
な
っ
た
小
枝
が
出
る
の
は
、
珍
し
い
現
象
で
は
な
い
。
た
だ
必
ず
出
る
と

も
限
ら
な
い
の
で
、
刺
状
の
小
枝
の
な
い
株
を
見
た
人
が
そ
れ
の
あ
る
ク
コ
を
見
る
と
異
様
に
感
じ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
現
実
に
は
誤

［
校
注
］
る
う
だ
Ｉ
あ
り
た
草
。
ア
カ
ザ
科
の
一
年
草
。
わ
が
国
へ
の
渡
来
は
天
正
年
間
（
一
五
七
三
’
九
二
）
、
寛
永
年
間
（
一
六
二
四
’
四
四
）
の

毎
Ｊ
）

〔
検
討
〕
「
る
う
だ
」
は
「
和
漢
三
才
図
会
」
第
九
十
三
、
芳
草
類
の
耆
婆
草
（
ぎ
ば
さ
う
、
る
う
だ
）
で
、
「
按
天
正
年
中
蛮
人
此
草
将
来
名

留
宇
太
」
と
あ
り
、
効
用
で
は
「
能
治
瘡
折
折
傷
悪
腫
及
悪
虫
被
整
者
檮
葉
傳
之
置
床
褥
下
避
蚤
風
納
書
筐
中
霊
不
生
」
と
あ
る
。
こ
の

「
る
う
だ
」
は
、
校
注
に
あ
る
よ
う
に
、
ア
カ
ザ
科
の
ア
リ
タ
ソ
ウ
で
あ
っ
て
、
渡
来
に
は
二
説
が
あ
る
。
ア
リ
タ
ソ
ウ
は
南
ア
メ
リ
カ

原
産
の
一
年
草
で
、
昔
、
滋
賀
県
の
有
田
で
栽
培
さ
れ
た
の
で
こ
の
名
が
あ
る
。
現
在
帰
化
植
物
と
し
て
各
地
に
見
ら
れ
る
の
は
、
ケ
ア

リ
タ
ソ
ウ
で
あ
る
。
な
お
ア
メ
リ
カ
ァ
リ
タ
ソ
ウ
は
ヘ
ノ
ポ
ジ
油
を
含
有
し
て
い
て
、
駆
虫
薬
と
さ
れ
た
。

由
○

二
説
あ
り
。
駆
虫
薬
。

が
で
き
た
と
い
う
こ
と
に
、
話
題
性
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
一
二
）
薬
草
の
咄

（
一
ｎ
ｏ
ワ
］
）

衣
服
・
書
物
な
ど
に
入
召
置
候
へ
ば
、
虫
喰
不
申
候
由
。
衣
類
な
ど
は
色
違
不
申
候
由
。
其
外
具
足
・
諸
色
に
入
置
候
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◎
聖
済
総
録
、
野
間
玄
琢
（
二
２
１
）

一
聖
済
総
録
（
シ
ャ
ウ
ロ
イ
ソ
ウ
ロ
ク
）
、
此
害
半
井
炉
庵
様
御
家
に
な
ら
で
御
座
な
く
候
由
。
と
う
の
宋
和
天
子
の
御
編
集
（
ヘ
ン
シ
ゥ
）

群
方
類
藁
（
ク
ン
ホ
ウ
ル
イ
カ
ウ
）
六
拾
冊
ほ
ど
、
野
間
玄
琢
様
弍
拾
ば
か
り
の
御
年
御
つ
く
り
な
さ
れ
候
由
。
書
物
百
部
ほ
ど
の
御
抜

害
の
由
。
玄
琢
様
御
年
十
五
に
て
禁
裏
へ
御
り
や
う
ぢ
に
御
参
内
の
由
。
十
八
に
て
道
三
様
御
相
談
相
手
に
御
成
被
成
候
由
。
御
一
生
の

内
御
り
や
う
ぢ
人
壱
万
五
千
人
ほ
ど
に
て
御
座
候
由
。
右
は
野
間
安
雪
様
御
咄
也
。

［
校
注
］
聖
済
総
録
ｌ
医
書
。
二
百
巻
。
宋
の
政
和
中
の
勅
撰
。

半
井
炉
庵
ｌ
聴
庵
が
正
し
い
。
半
井
成
近
（
艫
庵
、
寛
永
十
六
年
没
）
が
寛
永
十
四
年
に
家
蔵
の
聖
済
総
録
の
欠
を
官
本
で
補
写
（
寛
政
譜
）
。
当
時

【
検
討
〕
医
書
の
「
聖
済
総
録
』
が
半
井
家
に
あ
っ
た
と
い
う
話
。
お
よ
び
、
「
群
方
類
藁
』
を
著
し
た
野
間
玄
琢
の
話
。

女
在
所
よ
り
御
呼
出
し
被
成
候
〉
莞

群
方
類
藁
ｌ
医
書
。
六
十
三
巻
。
野
間
玄
琢
著
。

野
間
玄
琢
ｌ
曲
直
瀬
玄
朔
門
。
秀
忠
に
仕
え
る
。
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
没
、
五
十
六
歳
。

道
三
ｌ
曲
直
瀬
玄
朔
。
初
代
道
三
の
妹
の
子
で
、
道
三
の
家
を
継
ぎ
、
道
三
を
称
し
た
。
寛
永
八
年
（
一
六
三
一
）
没
、
八
十
三
歳
。

野
間
安
雪
ｌ
野
間
安
節
。
「
御
当
代
記
』
元
禄
三
年
、
「
九
月
二
十
一
日
、
被
召
出
候
医
師
衆
、
二
百
俵
づ
っ
被
下
候
、
：
：
：
野
間
安
節
〈
是
は
戸
田
采

の
鱸
庵
は
半
井
成
明
。

の
由
。

（
’
三
）
医
書
の
咄
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松
寸
咄

◎
朝
鮮
長
命
の
地
（
－
３
６
）

一
朝
鮮
之
内
四
万
石
之
所
に
百
に
成
候
者
壱
万
人
有
之
由
。
く
こ
（
拘
杷
）
沢
山
有
之
所
に
て
、
朝
夕
湯
水
に
も
く
こ
を
入
給
候
由
。
夫
故

◎
石
町
四
丁
目
に
医
者
多
し
（
二
２
６
）

一
こ
く
町
四
丁
目
壱
丁
に
医
者
七
拾
八
人
御
座
候
由
。
此
前
は
な
を
沢
山
に
有
之
候
へ
共
、
唯
今
は
右
之
通
に
候
由
。
杉
谷
勾
当
咄
申
候
。

［
校
注
］
こ
く
町
四
丁
目
１
本
石
町
四
丁
目
。
現
中
央
区
日
本
橋
本
町
二
・
三
丁
目
。

杉
谷
勾
当
ｌ
未
詳
。
勾
当
は
座
頭
の
上
の
官
。

〔
検
討
】
石
町
に
何
故
に
医
者
が
多
数
集
ま
っ
た
の
か
、
そ
の
理
由
に
は
触
れ
て
い
な
い
。

◎
坊
主
よ
り
医
者
に
転
じ
た
高
木
桂
印
（
五
０
５
）

一
肥
前
国
佐
賀
に
連
生
寺
と
云
門
徒
坊
主
、
後
医
者
に
成
り
高
木
桂
印
と
名
を
改
、
肥
前
一
国
に
お
ゐ
て
上
手
の
誉
を
取
、
丹
後
守
様
江
祀

戸
御
上
下
に
御
供
被
仰
付
候
由
。
其
弟
子
に
馬
渡
宗
雲
と
て
是
又
江
戸
に
て
能
療
養
致
候
由
。

［
校
注
］
連
生
寺
ｌ
佐
賀
市
伊
勢
町
の
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
蓮
生
寺
か
。

丹
後
守
ｌ
鍋
島
光
茂
。
肥
前
国
佐
賀
（
佐
賀
市
）
三
十
五
万
七
千
石
。
元
禄
十
三
年
没
。
六
十
九
歳
。

【
検
討
〕
高
木
桂
印
と
い
う
坊
主
あ
が
り
の
上
手
の
医
者
の
話
。

長
命
に
有
之
由
。

（
一
五
）
長
寿
の
咄

二
四
）
医
者
の
咄

r一再戸
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【
検
討
〕
ク
コ
の
薬
効
と
し
て
理
解

◎
南
部
領
内
長
寿
者
の
数
（
五
０
３
）

［
校
注
］
南
部
ｌ
南
部
信
濃
守
行
信
、
盛
岡
十
万
石
。
南
部
氏
領
は
、
現
岩
手
県
の
南
方
を
除
き
、
青
森
県
東
部
と
秋
田
県
東
北
部
を
合
わ
せ
た
地
。

〔
検
討
〕
具
体
的
に
年
齢
と
人
数
を
あ
げ
て
長
寿
者
が
多
い
と
い
う
話
。

◎
八
十
七
歳
、
赤
坂
・
護
国
寺
日
帰
り
（
五
４
２
）

一
武
田
一
句
本
名
間
宮
元
禄
十
三
年
迄
に
八
十
七
歳
成
り
被
申
候
。
赤
坂
よ
り
護
国
寺
へ
歩
行
に
て
日
帰
り
被
致
候
由
。

巳
ノ
ー
月
十
八
日

護
国
寺
ｌ
神
齢
山
。
真
言
宗
。
当
時
綱
吉
の
信
仰
が
あ
つ
か
っ
た
。
文
京
区
大
塚
五
丁
目
〔

【
検
討
】
八
十
七
歳
の
人
が
い
か
に
元
気
が
よ
か
っ
た
か
と
い
う
話
。

◎
長
寿
で
息
子
出
生
の
者
（
五
５
１
）

一
南
部
御
領
内
に
、
八
十
歳
以
上
之
者
七
百
四
拾
七
人
、
九
十
歳
以
上
之
者
百
五
拾
人
、
百
歳
以
上
之
者
七
十
五
人
、
百
弍
十
七
歳
之
者

一
天
野
弥
五
衛
門
殿
当
年
八
十
一
に
成
り
被
申
候
。
妾
腹
に
御
息
出
生
也
。
前
田
安
芸
守
殿
七
十
六
、
堀
田
河
内
守
殿
七
十
七
、
何
も
御

息
出
生
之
由
。
右
三
人
共
に
二
月
に
出
生
被
致
候
。

［
校
注
］
天
野
弥
五
衛
門
ｌ
長
重
。
三
千
三
十
石
。
当
時
旗
奉
行
。
宝
永
二
年
没
、
八
十
五
歳
。

前
田
安
芸
守
ｌ
直
勝
。
二
千
二
百
石
。
大
目
付
よ
り
当
時
寄
合
。
宝
永
二
年
没
、
七
十
六
歳
。

堀
田
河
内
守
’
一
輝
。
五
千
五
百
石
。
宝
永
二
年
没
、
七
十
七
歳
。
こ
の
二
名
は
公
に
届
け
た
年
齢
と
差
が
あ
る
か
。

［
校
注
］
く
こ
ｌ
葉
・
根
皮
・
種
子
を
、
茶
に
し
た
り
酒
に
浸
し
た
り
し
て
用
い
る
。
強
壮
・
解
熱
・
強
精
等
の
効
能
あ
り
と
い
う

【
検
討
】
ク
コ
の
薬
効
と
し
て
理
解
で
き
る
。
た
だ
し
、
校
注
に
種
子
と
あ
る
の
は
誤
り
で
、
果
実
が
正
し
い
。

［
校
注
］
武
田
一
句
ｌ
未
詳
。

壱
人
御
座
候
由
。
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織
田
貞
置
様
御
咄
八
左
（
衛
）
門
御
取
持

一
市
川
孫
衛
門
殿
御
代
官
所
信
州
三
塚
村
、
瀬
下
七
左
（
衛
）
門
母
、
元
禄
十
五
午
ノ
年
迄
行
年
九
拾
六
歳
存
命
、
子
供
九
人
。

一
女
八
十
歳
嫡
孫
六
十
四
歳
次
男
七
十
七
歳
三
女
七
十
四
歳
四
男
六
十
九
歳
五
男
六
拾
七
歳
六
男
六
十
三
歳
七
男
六
十

一
歳
八
男
五
十
八
歳
九
女
五
拾
壱
歳

一
孫
四
十
七
人
一
曾
孫
百
十
人
一
玄
孫
三
十
四
人
都
合
弍
百
十
一
人
堅
固
に
罷
有
候
。

［
校
注
］
市
川
孫
衛
門
ｌ
元
禄
八
年
七
月
よ
り
代
官
。
正
徳
五
年
没
、
六
十
七
歳
。

◎
子
孫
長
命
繁
栄
の
一
家
（
十
１
１
）

〔
検
討
〕

◎
米
之
守

同
月
同
日

一
天
野
弥
五
衛
門
殿
巳
に
八
十
一
御
公
儀
へ
は
八
十
に
な
り
被
申
候
。
御
内
室
も
八
十
に
御
成
候
由
。
依
之
米
之
守
出
し
被
申
候
。
右
之

守
八
十
之
字
は
弥
五
衛
門
殿
、
八
之
字
は
御
内
室
害
被
申
候
由
。

［
校
注
］
御
公
儀
へ
は
八
十
ｌ
幕
府
へ
の
届
け
で
は
八
十
歳
。

米
之
守
’
八
十
八
歳
に
な
っ
た
祝
い
に
、
米
の
字
を
書
い
て
諸
方
に
お
く
る
餅
。
本
項
は
八
十
一
歳
と
い
う
の
で
不
審
。

【
検
討
〕
米
の
守
を
行
っ
た
と
い
う
話
。

【
検
討
］
『
宝
永
文
正
』
（
宝
永
元
年
刊
）
は
こ
の
一
家
の
繁
栄
を
し
る
し
た
害
と
い
う
か
ら
、
こ
れ
は
有
名
な
一
家
で
あ
っ
た
。

信
州
三
塚
村
ｌ
長
野
県
佐
久
市
三
塚
。

以
上
の
他
に
、
博
物
学
と
し
て
み
る
と
関
係
が
あ
り
そ
う
な
も
の
に
次
の
咄
が
あ
る
。
タ
イ
ト
ル
だ
け
を
あ
げ
て
お
く
。

高
齢
の
人
に
子
供
が
で
き
た
と
い
う
話
。

（
五
５
２
）
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◎
河
童
の
肉
（
七
１
６
）

◎
徳
川
綱
誠
病
中
の
怪
（
五
１
０
）

◎
綱
誠
死
の
前
後
に
狐
（
五
１
１
）

文
献
及
び
註

（
１
）
長
谷
川
強
校
注
「
元
禄
世
間
咄
風
聞
集
』
（
岩
波
文
庫
）
岩
波
書
店
、
東
京
、
一
九
九
四
。

（
２
）
浜
田
善
利
「
耳
嚢
」
に
記
録
さ
れ
た
民
間
療
法
、
日
本
医
史
学
雑
誌
第
三
九
巻
第
二
号
、
一
七
九
～
一
二
六
頁
、
平
成
五
年
。

（
３
）
明
・
李
時
珍
著
「
本
草
綱
目
」
（
校
点
本
第
一
冊
）
五
○
二
頁
、
人
民
衛
生
出
版
社
、
北
京
、
一
九
七
五
。

（
４
）
漢
・
張
機
著
「
注
解
傷
寒
論
」
九
五
頁
、
人
民
衛
生
出
版
社
、
北
京
、
一
九
八
二
。

（
５
）
漢
・
張
機
著
『
金
置
要
略
方
諭
』
五
九
頁
、
人
民
衛
生
出
版
社
、
北
京
、
一
九
八
二
。

（
６
）
明
・
李
時
珍
著
「
本
草
綱
目
」
（
校
点
本
第
三
冊
）
一
二
五
二
頁
、
人
民
衛
生
出
版
社
、
北
京
、
一
九
七
八
。

（
７
）
寺
島
良
安
著
「
和
漢
三
才
図
会
』
下
、
一
三
○
一
頁
、
東
京
美
術
、
東
京
、
一
九
七
三
。

（
熊
本
工
業
大
学
）

ま
た
病
気
の
治
療
と
直
接
の
関
係
は
な
い
が
、
病
気
に
付
随
す
る
別
の
話
題
と
し
て
、
次
の
咄
が
あ
る
。

著
者
の
浜
田
善
利
先
生
は
、
平
成
七
年
四
月
二
十
八
日
に
逝
去
さ
れ
た
。
本
論
文
の
原
稿
は
、
熊
本
工
業
大
学
の
北
原
一
太
教
授
を
援
け
て
研

究
室
で
遺
品
の
整
理
に
当
た
ら
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
長
沢
京
子
氏
に
よ
っ
て
《
平
成
七
年
の
医
史
学
会
で
口
演
後
、
医
史
学
雑
誌
に
投
稿
の
予

定
》
と
い
う
メ
モ
を
伴
っ
て
発
見
さ
れ
、
編
集
委
員
会
に
送
ら
れ
て
き
た
。
本
稿
は
正
規
の
審
査
の
手
続
き
を
経
て
、
こ
こ
に
掲
載
す
る
も
の
で

あ
る
。
校
正
は
長
沢
氏
と
編
集
委
員
の
一
人
が
独
立
に
行
っ
て
万
全
を
期
し
た
。

な
お
、
□
の
形
で
填
字
さ
れ
て
い
な
い
箇
所
が
若
干
残
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
著
者
が
利
用
さ
れ
た
原
典
で
の
形
を
そ
の
ま
ま
引
き
つ
い
だ
も

な
お
、
〔

の
で
あ
る
。

（
編
集
委
員
会
）

(81)579
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6@Genroku-Sekenbanashi-Fubunshu"consistsofelevenvolumesandwaswrittenfroml694tol703,in

theEdoPeriod.TheoriginalbookwaskeptattheFacultyofLiterature,TokyoUniversity.1111994,this
bookwasfirstpublishedasoneofthelwanami-BunkoSeries.

Istudiedthetalesrecordedinthisbookandfoundthattwenty-sevenofthemwereconcernedwith

medicalandpharmaceutialsciences.Inthesemedicalandpharmaceuticaltales,therewereseveralkinds,

relatingtosuchmattersasspellstocureorpreventillness,curioussicknesses,episodesregardingthe

originofremedies,medicinalplantsandcrudedrugs,medicalbooks,doctorsandsurgeons,personswho

livedlong,andsoforth.Itwasdifficulttoexplainaboutthespellswhichwerethoughteffectivetocure

illness,butlcouldgainanunderstandingthatJapanesepeoplelivedsuchlivesintheolddays.

（
国
唖
）


